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＊討議要旨
潟沼氏より、発表の中で引用されたイギリスの地理学者ナイジェル・スリフト、日本近世文学の研
究者森修の論に関する出典の確認および具体的な説明を求める質問があった。また、同氏は「共同
体」概念に関しても、社会学者大塚久雄が古代ギリシャのポリスから説き起こし、都市共同体や農業
共同体の概念を論じたことがまず想起されるが、本発表で論じている「共同体」は町人による庶民の
共同体を指すのかと尋ねた。発表者はまずスリフトの都市ロンドンを中心とした一連の研究について、
一般の人々の感情がその都市に影響を与えるというもので、都市研究を行う他の研究者が建物・道路
などの構造物、経済的・政治的現象の研究を進めていくのと対照的で刺激的であると回答した。また、
森修の研究については近松門左衛門の評伝を参照したと述べた。そして「共同体」概念については、
アメリカで日本の江戸時代を研究する学者が、政治的な役割を担っていないという理由で演劇や文学
に関心を持たない場合があるが、「共同体」（Community）は、政治的な役割があるか否かを別にして、
それが作られることで自分たちのために何かを行うことが可能になる集団と考えていると回答した。
― 105 ―
